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自動車交通が主な交通手段となる地方部においては、降積雪による交通への影響はきわめて大であ
り、冬期においても平常時と同等の交通の円滑性確保が望まれている。また、そのような地方部では
過疎化の進行により交流型社会を目指した高規格道路の整備が必要とされている場合が多く、それは
冬期においても例外ではない。これらの点から、高速道路の整備によってなされる積雪時の交通に与
える効果を明らかにすることは重要である。本研究では、冬期における積雪地域の自動車交通の円滑
性や交流圏域の確保の点における高速道路の整備効果を分析した。 評価の方法としては、積雪深を考
慮した交通量配分シミュレーションを用いて高速道路の供用による効果を積雪状況別で求め、平常時
と積雪時の差により評価を行った。
1 .はじめに
日本海地域のような降積雪地帯において、冬期における降積雪が交通に与える影響は大きい。また、
この地域は大都市圏と異なり主な交通手段として自動車を選択することが普通であるが、自動車をは
じめとする道路交通手段は、特に積雪による影響を受けやすいと考えられるため、積雪時における交
通の円滑性欠知の問題は大きい。
また、地方部においては、今後、定住人口を増加させることが難しくなることから、交流型社会を
目指した地域づくりが望まれてきている。道路整備計画においても、このような動きを踏まえるべき
であり、実際に交流可能圏域の拡大を目的のーっとした高速道路や地域高規格道路の整備・ネットワ
ーク化が進んでいる 。
これらのことから本研究では、高速道路整備が冬期自動車交通に及ぼす効果について交通量配分シ
ミュレーション手法を用いて分析を行うことを目的とする。評価方法としては、降積雪により自動車
交通が受ける円滑性の欠如と、冬期における交流可能圏域の広がりについて、それらを評価項目とし
た高速道路の設置効果に関する分析を行うものである 。 ここではその分析対象を、特に積雪が多く自
動車交通が主な交通手段となっている岐阜県飛騨地方として、建設中の東海北陸自動車道とその周辺
道路についての評価を行う 。
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2. 対象圏域の概要
(1) 積雪状況と地理的条件
岐阜県全域の平均最大積雪深分布と幹線道路網を重ねあわせたものを図 1 に示す。 対象圏域である
飛騨地方は、この岐阜県の北部の約半分を占める地域を指すもので、図からもわかるように南部(美濃
地方)に比べてかなりの積雪がある。また、飛騨地方だけでみると、特に山地となっている県境部に向
かつて積雪深が大きくなる傾向がみられるが、それだけではなく、東部に比べ西部の積雪がより深く
なっているなど、地域内での東西の積雪深分布に違いがみられる 。
(2) 主要道路網
ここで、飛騨地方の主要道路網と積雪深分布を併せて考える。現在建設中の東海北陸自動車道は、
より積雪の多い飛騨地方西部を南北に縦貫する道路として建設が進んでおり、冬期の降積雪時におけ
る高速道路の効果が期待できる 。 特に、一般国道156号は東海北陸自動車道とほぼ平行する路線であ
り、その効果は大きいと思われる 。 一般国道41号線は、岐阜県の南北方向を通過する最も主要な道路
であるが、高山市街地を通過するために混雑が発生しやすい。以上の点から、東海北陸自動車道が全
線供用されれば、一般国道41号線上の通過交通が転換するため、高山市街地部の混雑解消にも効果が
あると考えられる。
20 
図| 岐阜県の平均年最大積雪深介布図
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3. 積雪深を考慮した交通量配分シミュレーション
(1) 交通量配分シミュレーション
交通量配分は、所与の交通需要から交通量を推計する際に用い ら れる手法で、 例えば四段階推定法
と呼ばれる手法の四段階目である配分交通の予測とい うプロセスにあたる。
交通計画において、 一般に交通量配分は以下のような用途に用い ら れる 。
・ 現況の交通ネッ トワー クに将来の交通量を配分し、将来における道路交通ネッ トワー クの整備
フ レームを明 らかにす る 。
・ 将来の計画きれた交通ネットワークに将来の交通量を配分し、ネットワーク計画の評価を行う 。
ここで用いた交通量配分シミュレーションは、道路網上の自動車交通を再現するもので、その配分
手法はネ ッ トワークシミュレーション法による容量制約付分割配分l を用いるものである 。 なお、シミ
ュレーションにおいては高速道路の配分交通量に高い精度が必要ときれるため、上記の交通量配分の
プロセスに転換率式を組み込んだモデノレ2により計算を行った。
(2) 対象圏域内道路網と 00交通量のコード化
交通量配分計算の対象圏域は岐阜県全域と し、平成 6 年を対象年次として現況配分を行った。 予予'-'-
で用いたネットワークは、高速道路、一般国道、主要地方道、一般県道からなる道路網をベースに作
成(リンク総数1525、ノード総数1044) した。なお、高速道路のネットワークデータはICのランプ形状
等も考慮して、詳細な結果が得られるようにしている。ゾーニングについては、「平成 6 年度道路交
通センサス起終点表」におけるBゾーン(全域で150、 うち域内140 ) とし、その発生集中交通量は乗用
車、小型貨物、普通貨物、パスのそれぞれのODデータを用いている。
(3) 配分条件
積雪時の交通量配分シミュレーションを行うにあたり、各 リ ンクにおける積雪深を考慮してQV条
件を与えた。既往の研究3に基づき、 QVの低減率を速度は一律30%、容量については表 1 のように積雪
深の増加に応じて増加きせるものとした。
積雪深[cmJ 0 -40 
低減率 [%J 8.0 
(4) シミュレーションのケース
表| 積雪による交通容量の低減率
40-80 
16.0 
120-160 160-240 240-320 
22.0 26.0 34.0 
320-
42.0 
積雪深は、岐阜県内の過去10年間における平均最大積雪深の分布図(図 1 )から、その積雪深の状態
を「平均積雪時」、その2. 0倍の値を「豪雪積雪時」と して、 二通 りのQV条件を与えたネットワークデ
ータを用意した。この条件下での高規格道路の効果を分析するために、東海北陸自動車道の供用前と
供用後について、表 2 にあるょっにシミュレーションのケース分けを行った。
表 2 シミュレーションのケース
東海北陸自動車道
供用前
供用後
平常時
ケース 1
ケース 2
71 
平均積雪時 豪雪積雪時
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ケース 4 ケース 6
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(5) 評価指標
評価項目としては降積雪により自動車交通が受ける円滑性の欠如(道路の混雑率)と、冬期における
交流可能圏域の広がりを示す都市聞の所要時間についての 2 項目とする。
円滑性の評価においては、渋滞解消を改善効果としてみるものとし、その評価指標としては混雑度
(=交通量/交通容量)がl. 0以上のリンク延長について、東海北陸自動車道の供用前後での差を改善延
長、その割合を改善率とし、それらをもって高速道路整備の効果を計測する。
交流面からみた評価においては、飛騨地方の中心都市である高山市から県内外の主要都市への所要
時間を用いるものとする。その効果としては、円滑性の評価と同様に東海北陸自動車道の供用前後で
の所要時聞の差を短縮時間として評価を行う。
4. 積雪時における高速道路の効果
(1 ) 交通の円滑性に着目した高速道路の効果
ここでは、先に設定した評価項目のうち、降積雪により自動車交通が受ける円滑性の欠如(道路の混
雑率)について、交通量配分シミュレーションの結果を用いて考察する。
評価の視点としては、各積雪深による高速道路の効果の違いについて、混雑度l. 0以上の道路のリン
ク延長を用いて分析するところにある。混雑度l. 0以上の道路とは、交通量が道路の交通容量を上回
り、交通渋滞の発生により道路交通の円滑性が著しく失われた状態の道路である。この混雑度l. 0以上
のリンク延長が供用前後において変化した距離を改善延長、その割合を改善率として、これらの値を
用いて東海北陸自動車道の効果を求めるものとする。また、混雑度l. 5以上、 2.0以上の道路について
もそのリンク延長を求め、同様にその効果を示す指標とする。結果を表 3 と図 2 ， 3 ， 4 に示す。
まず、混雑率l. 0以上のリンク延長について考察する。無積雪時をみると、供用前後による変化は少
なく、効果としてはむしろ渋滞する道路を若干ながら増加させる結果(改善延長 4 km、改善率一 7
%)となっている。この原因として考えられることは、東海北陸自動車道の供用により岐阜県外から来
る通過交通の増加や、移動時聞の短い高速道路の完成による最短経路の変更により、従来の交通量に
その交通が加わり、交通容量を越える道路が発生したことによるものと考えられる。平均積雪時につ
いてみると、混雑度l. 0以上で、改善延長が20km、率にして23% と幾らかの改善効果がみられる。これが
豪雪積雪時ともなると、改善延長54km、改善率42% となり、平均積雪時に比べさらに大きな改善効果
を持つことがわかる。
同様に、混雑率l. 5以上のリンク、 2.0以上のリンクについてみる。改善率でみると平均積雪時に比
べ豪雪積雪時の効果が小きいようにみえるが、積雪時において高速道路の効果が無いというわけでは
ない。また、混雑率l. 5以上ともなると、その区間の地理的条件や道路網形状により交通の集中が避け
られない道路であると考えられるため、改善の効果が非常に現れにくいと考えられる。
そこで、平均積雪時における飛騨地方の幹線道路混雑状況について図 5 ， 6 に示す。これをみると、
東海北陸自動車道の供用前(ケース 3 )では、特に高山市を貫く一般国道41号をはじめとした市内やそ
の周辺部において混雑度が高くなっている。また、東海北陸自動車道にほぼ平行する一般国道156号に
おいては、飛騨地方内の全区間にわたって混雑度が高い状態である。これに対して、東海北陸自動車
道の供用後(ケース 4 )では、平行する一般国道156号の混雑解消だけでなく、一般国道41号をはじめと
する高山市周辺の道路混雑も同時に解消していることがわかる。ここでは図示しないが、この効果は
豪雪積雪時においても同様で、ある 。
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表 3 各ケースにおける混雑度別リンク延長と改善の程度
ケース 2 3 4 5 6 
積雪状況 無積雪時 平均積雪時 豪雪積雪時
東海北陸自動車道 供用前供用後供用前供用後供用前供用後
混雑度l. 0以上のリンク延長 (km) 61 65 88 68 128 74 
改善延長 (km) -4 20 54 
改善率(%) 一 7% 23% 42% 
混雑度l. 5以上のリンク延長 (km) 15 16 15 8 32 21 
改善延長 (km) -1 7 11 
改善率(%) 7% 47% 34% 
混雑度2.0以上のリンク延長 (km) 4 3 4 2 11 10 
改善延長 (km) 1 2 
改善率(%) 25% 50% 9% 
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図 5 平均積雪時における飛騨地方の幹線道路混雑状況(東海北陸自動車道供用前)
....0.5 
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・圃圃・1. 5. 
東海北陸自動車道
図 6 平均積雪時における飛騨地方の幹線道路混雑状況(東海北陸自動車道供用後)
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(2) 交流面からみた高速道路の効果
本節では、冬期の降積雪時における交流面からみた高速道路の効果について考察を行う。評価の方
法としては、交通量配分シミュレーションの結果を用いて飛騨地方の中心都市である高山市から岐阜
県内外の主要な都市への所要時間を算出し、東海北陸自動車道の供用による時間短縮効果を分析する 。
ここでは、豪雪積雪時は評価の対象から外し、平常時と平均積雪時の2パターンのみとする。
まず、東海北陸自動車道供用による効果を積雪状態の違いにより比較する。ここで、高山から県内
外の主要都市までの所要時聞から、平常時と積雪時のそれぞれにおいて東海北陸自動車道供用による
短縮時間と短縮率(=短縮時間/供用前所要時間)を表 4 ， 5 に示す。短縮時間をみると 、どの都市にお
いても積雪時で時間短縮が大きく、平均値でも 10分の差がある。短縮率でも同様の傾向がみられ、特
に平均値をみると平常時で 2 割程度の短縮に対して積雪時では4割弱となっている 。 この短縮時間、短
縮率から、平常時に比べて冬期の降積雪時における高速道路の効果が大きいことが示された。
表 4 高山から県内外の主要都市までの短縮時間
岐阜 大垣 多治見 関 中津川 美i農 瑞 i良 羽島
平常時 0:12 0:44 0:53 0:16 0:49 0:07 1: 06 0:59 
積雪時 0:37 1: 01 1: 00 0:20 0:56 0:10 1:14 1:06 
恵那 美濃加茂 土岐 各務ヶ原 可児 名古屋 金沢 平均値
平常時 0:54 0:22 1:18 0:29 0:33 1:19 1: 15 0:45 
積雪時 1:03 0:25 1:27 0:40 0:37 1: 28 1: 33 0:55 
表 5 高 山カ、ら県内外の主要都市までの短縮率
岐阜 大垣 多治見 関 中津川 美濃 瑞浪 羽島
平常時 6% 18% 26% 9% 29% 4% 32% 24% 
積雪時 20% 31% 39% 12% 48% 6% 52% 35% 
恵那 美濃加茂 土岐 各務ヶ原 可児 名古屋 金沢 平均値
平常時 29% 12% 36% 14% 18% 34% 42% 22% 
積雪時 49% 16% 63% 23% 25% 57% 88% 38% 
また、時間距離による積雪時の東海北陸自動車道の効果をみるために、平常時(ケース 1 )・供用前
積雪時(ケース 3 )・供用後積雪時(ケース 4 )の 3 ケースにおいて、それらの所要時間を同心円上にプ
ロットしたものを図 7 に示す。 この図から東海北陸自動車道の供用による時間距離短縮をみると、そ
の程度は各都市きまざまであるが、すべての都市において効果が発揮きれていることがわかる。特に
県内では多治見~中津川の比較的山聞に位置する都市では、平常時の所要時間よりはるかに短時間と
な っ ている 。 これらの都市は東海北陸自動車道の利用による時間短縮効果は期待できないが、高山へ
向かう 一般国道41号の南北方向の通過交通が、東海北陸自動車道の供用により減少したことによるも
のである 。 それに対して、平野部に位置する l岐阜~美濃加茂の都市ではそれほどの効果はない。 これ
は、平野部における慢性的な交通渋滞が東海北陸自動車道へのアクセス性を悪化させており、所要時
聞があまり短縮きれないことが原因の一つであろ う 。
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図 7 高山から県内外の主要都市までの時間距離
5. まとめ
本研究では、積雪深を考慮した交通量配分シミュレーションモデルを用いて、高速道路の供用によ
る効果を自動車交通の円滑性や交流圏域の確保の視点から評価を行った。その結果を以下に示す。
1.円滑性評価の結果から積雪時の高速道路の効果についてまとめると 、 雪の無い平常時の交通に 対
しては交通の円滑性の改善にあまり寄与しないが、特に豪雪積雪時などのような積雪時では非常
に大きな効果がある。
2. 交流面からみた高速道路の効果分析から、積雪時の高速道路供用による時間短縮効果は平常時 に
比べ大きい。ただし、その効果の大ききは各都市の交通条件や道路網形状に左右される。
結論として、冬期の降積雪状態において高速道路の果たす役割は大きく、降積雪地域の高速道路整
備の必要性を示すことができた。今後の課題としては、積雪による交通量・速度の低減率の実測調査
を行い、積雪深を考慮した交通量配分シミュレーションに取り込むことで、モデルの再現性をあげて
いく必要がある。
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